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書籍内容
１．【中国医薬品市場の最新動向】
■経済成長と市場への影響・・外資にとって追い風の要因
■医療制度改革と市場への影響・・改革が市場へ与える影響
■国内製造メーカー卸及び区分別の市場動向・・ブランド品、

ジェネリック、OTC

２．【外資系・日系製薬企業の最新事業戦略】
■外資系製薬企業の戦略
サノフィ・アベンティス、ファイザー、ヤンセン、ノバルティス
バイエル・シェーリング、アストラゼネカ、ロッシュ、GSK

■日系製薬企業の戦略
アステラス製薬、大塚製薬、第一三共

３．【医療制度の現状と新医療制度改革】
■中国医療制度の現状から医療保険制度の運用の実態
■医療制度の問題点を詳細に解説！

４．【薬価制度と対策】
■薬価に関わる法規制と監督官庁を図表にて解説！
■薬価の種類と決定の仕組み
政府公定価格、政府指導価格、企業自主価格、市場調整価格、
特定薬価などの定義

■薬価差率・・薬品価格管理暫定法の規定、SFDAのガイドラインに

よる化学薬品分類

５．【流通と入札制度】
■流通業界の現状
■医薬品流通に関わる法規制と監督官庁
■入札制度の代表的なモデル、プロセス及び入札に関わる法規制と

監督官庁

６．【中国進出と事業戦略】
■中国における日系、外資系企業の売上ランキング
■研究・開発・製造・販売という観点から見た今後の

中国事業戦略

７．【情報収集とネットワーク構築】
■情報入手のノウハウ・・使える中国情報収集サイト・・SFDAなど
■人及び外部団体とのネットワークの構築

８．【特許・知的財産】
■中国の特許制度の特徴、特許法の医薬品関連規定
■知的財産権侵害の刑事責任とは？

９．【中国ビジネスに伴うリスクとマネジメント】
■労使紛争や解散・撤退のトラブル・・新雇用制度に伴う雇用義務
■合併企業の運営や資金流用トラブル

１０．【中国プロジェクトのマネジメント】
■駐在員事務所の機能と設立の流れの詳細！
■現地法人設立、現地製造のメリット、現地法人の運営と管理の

留意点
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